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1.岡山市貸与モデル事業の貸出実績に関する状況について 

平成 26 年 2 月から令和 6 年 3 月までの貸出しに関する実績は次の通りである。 

１） 利用者数の推移について 

平成 26 年 2 月から令和 6 年 3 月までの利用者数の推移を示す。 

 

 

直近 1 年の利用者数の推移 

  

  

令和 5 年 令和 6 年 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

新規 0 名 1 名 1 名 0 名 2 名 2 名 1 名 0 名 1 名 1 名 1 名 1 名 

継続 9 名 9 名 9 名 8 名 7 名 8 名 10 名 10 名 10 名 11 名 12 名 11 名 

解約 0 名 2 名 1 名 1 名 1 名 0 名 0 名 0 名 0 名 0 名 2 名 1 名 

 

利用期間別利用者数（平成 26 年 2 月～令和 6 年 3 月） 

利用期間  1～2 カ月 3～6 ヵ月 6～12 ヵ月 13 ヵ月～103 ヵ月 

利用人数  42 名 40 名 34 名 28 名 
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延利用者数は 144 名（新規の計）、うち終了者は 133 名（約 92％）となっている。一人あたりの平

均使用期間 10.38 ヶ月、2 ヶ月以内の解約者 40 名（約 29％）、1 年以上の利用者数は 28 名（約

19％）であった。 

 

２） 要介護度別の利用者の状況について 

延利用者数 144 人の要介護度別の状況を示す。 

 

各介護度に一定の利用があるが、要介護 1 が最も多く、要介護１,2 の利用者が全体の 65％を占め

る。 
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３） 利用者の年齢構成比について 

延利用者数 144 名の年齢構成比を示す。 

 

80 歳以上の利用が全体の 50％以上を占める。 

 

4） 男女別の構成比について 

延利用者数 144 名の男女の構成比を示す。 

 

7 割以上の利用者が女性である。 

 

5） 利用世帯の状況について 

延利用者数 144 名の世帯の状況を示す。 
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利用世帯としては、全体の 64％が同居親族ありの世帯（92 名）であり、市内に親族のある独居が

25％（36 名）、市内に親族のいない独居が約 11％（16 名）であった。 

 

2.利用効果の測定調査の概要 

１） 調査目的 

パロを利用することで、「どのような特徴をもつ高齢者に、どのような効果があり、在宅介護を支える

介助者へどのような影響を与えているか」という点、及び、その持続性について把握することを目的に

調査を実施した。 

また、本機器を継続して利用し続ける理由として、そのセラピー効果に価値を見出しているものと推

定されるため、その点も踏まえ丁寧に把握していくことを目的としている。 

２） 調査対象者 

本市の貸与事業を利用する全ての利用者について、利用者毎に評価指標による調査と利用者からの

ヒアリングによる実例を重ねながら複合的に整理する。（利用期間中毎月実施） 

ただし、令和 2 年 1 月から令和 5 年 3 月の調査については、新型コロナウイルス感染拡大の状況を

鑑み、利用者およびその介護者との接触を可能な限り低減させる為に電話などを活用し、主に遠隔でヒ

アリングを行った。 

 

３） 調査方法 

客観的な評価スケールとヒアリングによる実態調査による複合的な把握調査はパロを利用する全利

用者を対象に毎月調査員による状況ヒアリングと主たる介助者による「Ⅰ介護負担確認シート（Zarit 介

護負担尺度）」、「Ⅱ利用者状況確認シート（NM スケール）」、「Ⅲ精神・行動障害確認シート」調査を実施

する。 

 

４）他の調査機関による調査結果の紹介について 

本事業は市内において、在宅介護で暮らす高齢者に対し広く貸与する事業であるため調査対象とす

る母数が変動し、またその利用期間も各々異なることから無作為化比較対象試験といった比較条件を

統一する必要のある検証の実施は困難である。 
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この点、本調査においては利用後解約された利用者のその後の経過について調査協力をお願いする

予定である。また、パロは産業技術総合研究所等の機関において評価試験が取り組まれており参考と

してその評価結果も紹介したいと考えている。 

 

3.測定調査の結果 

平成 26 年 2 月から令和 6 年 3 月の期間中の利用者に関する測定調査の結果は次の通り。 

１） 測定調査期間 

平成 26 年 2 月から令和 6 年 3 月 

 

２） 144 名（うち評価スケール有効数 120 名） 

※調査期間における延利用者数 144 人（うち解約者 133 人）から調査対象外の利用者を除く。 

 

３） 評価シート記入者 

本人の主たる介助者（うち、独居の 2 名については担当ケアマネージャーによる記入） 

 

４） パロの導入目的の状況 

パロの利用前にその導入目的（最も期待する効果）を調査した結果を示す。事前訪問時においてヒア

リングした結果、導入目的は次の 6 種類に類型化される。 

 

「介護者への過度な依存の緩和」を望む介護者が最も多く、32％（47 名）を占める。次に、「認知症

予防」が 22％（33 名）、「認知症の周辺症状緩和」を目的とする人の割合が 16％（23 名）と高い。以

降「要介護者とのコミュニケーションツール」「気力低下への刺激」「利用者の覚醒状態の延長」と続く。 

 

 

 

 

32, 22%

10, 7%

13, 9%

18, 13%
23, 16%

47, 33%

パロ 導入目的

認知症予防 利用者の覚醒状態の延長 気力低下（無気力、無関心）への刺激

要介護者とのコミュニケーションツール 認知症の周辺症状の緩和 介護者への過度な依存の緩和

N＝144 



５） パロの導入目的と解約状況からの検証 

先の表 2-4 で示したパロの導入目的の状況に、その後 2 カ月以内に解約をした利用者の情報を重

ね合わせた結果について次に示す。 

 

2 カ月以内に解約率が高い「1 認知症予防」「2 利用者の覚醒状態の延長」は 2 か月以内の解約率が

39％、50％と比較的高い割合となっている。全体としてパロを使用するにあたり、「1 認知症予防」や

「2 利用者の覚醒状態の延長」への家族の期待が強い傾向があり、使用後の乖離により終了する方が多

かったように思う。また中には、利用者のパロに対する興味が薄れてしまうことや家族がパロとのふれ

あいを強く促す必要が生じてしまい、短期の解約に繋がるケースもあった。 

 

６） 利用者がパロを初めて見た時の反応からの検証 

パロを初めて見たときの本人の反応は、その後の継続、解約の傾向と深くかかわる可能性がある。

 

パロを初めて見たときに「積極的に触れ合う、話かける」割合は全体の 3 割程度に留まっている。 
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「3 あまり触れ合わない」、「2 家族に促されて少し触れ合う」といった利用者は短期間（2 ヵ月以内）の

解約率が高くなっている。 

 

７）解約理由についての検証 

 続いて、解約となった 133 名について検証する。 

 

「1 パロに興味に示さない。」が約 40％と一番多く、続いて「4 期待した効果を示さない」が約 20％を

占める。 
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1パロに興味を示さない 2体調・精神状態の変化

3住居や家族、生活環境の変化 4期待した効果が得られない（飽きたなど）

5製品機能の問題（充電など） 6入院・施設入居

7死亡

N＝133

 



8） 評価スケールの個別質問項目に関する検証について 

①認知症行動障害尺度（DBD）、②ＮＭスケール、③Zarit 介護負担尺度を用いてパロ利用の効果測定

を行った。 

 

使用効果の検証 

延利用者 144 名 

有効データ 120 名 

独居のため、評価シートを回答出来ない利用者や評価シートの一部未取得の利用者については有効デ

ータから除いております。 

 

① ＤＢＤ認知症行動障害尺度（※点数が減少するほど、改善） 

利用開始前ＤＢＤ得点平均 24.2 点 

0－9 点 22 名、10-19 点 30 名、20-29 点 27 名、30-39 点 23 名、40-49 点 11 名、50 点

以上 7 名 

 

導入後スコアは上昇（悪化）傾向し、4 ヵ月以降は緩やかに減少（改善）していることが見て取れる。 
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② ＮＭスケール（※点数が増加するほど、改善） 

利用開始前ＮＭスケール得点平均 27.1 点 

  0-16 点（重度）：23 名、17-30 点（中等度）：51、 31-42 点（軽度）：33 名、43 点-:13 名   

 

 

導入前平均数値に上下動を繰り返すも全期間で導入前平均値を上回っている。（改善傾向） 

導入後は、家族へのヒアリングの中でも利用者も状況を設問に当てはめることが難しいと困惑され

ることが多く、また中等度の点数配点は 2 点刻みの為、上下動しやすく傾向が読みづらい。 
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③ Zarit 介護負担尺度（※点数が減少するほど、改善） 

利用開始前 Zarit 得点平均 28.03 点 

0-11 点：9 名 、12-22 点：23 名、22-33 点：29 名、33-44 点：29 名、45 点以上：36 名 

 

導入後 4 カ月目まで上昇（悪化）し、その後緩やかに減少（改善）している。しかし導入前スコアを

21 か月目までは下回ることが無かった。22 か月目以降は母数が少ないため継続調査が必要であ

る。 

前述①の DBD の傾向は、改善傾向が見られたが③Zarit の推移とは連動しておらず、介護負担

の軽減については改善傾向が見られなかった。DBD 改善により介護者の負担軽減に繋がると予測

していたが、実際にはそのようなスコアにはなっていない。 

今後ヒアリング等により利用者の改善と介護負担の軽減についても継続調査していきたい。 
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【参考】調査票書式 

 

 





 


